
世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群公開講座 

第４回「沖ノ島祭祀以前」

沖ノ島は、なぜ「神宿る島」となったのでしょうか？ 

この問題を理解するためには、まずは大規模な祭祀が開始される古墳時代以前の

沖ノ島と宗像地域を理解することが欠かせません。 

沖ノ島から出土したとされる弥生時代の銅矛の意義や、田熊石畑遺跡の青銅器副

葬墓など本土側の遺跡とのかかわりなど、玄界灘をとりまく状況を広く踏まえつつ、当

時の宗像を考えます。 

⽇ 時：令和元年 9 ⽉ 21 ⽇（⼟）13:30-16:30

場 所：海の道むなかた館 講義室

スケジュール：

13:30 開会あいさつ

13:40 講演 1「沖ノ島祭祀の成⽴前史」武末 純⼀

15:00 休憩(15 分)

15:15 講演 2「沖ノ島出⼟銅⽭と⻘銅器祭祀」柳⽥ 康雄

16:30 閉会
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      沖ノ島出⼟銅⽭と⻘銅器祭祀 

                          國學院大學客員教授 柳 田 康 雄 
玄界灘沿岸に出現した弥生時代初期文化は、ムナカタにも及んでいる。この地域は、弥生時代青銅器最

古の今川遺跡など、初期青銅器のうち稀有な舶載青銅武器が限定して流入しているが、初期青銅武器の

製作・研磨技術がないことから、武器の折損や刃こぼれなどの使用痕跡が残り、戦闘・祭祀の模擬戦が推

測できる。沖ノ島出土銅矛は、その形態から北部九州製であり、武器形青銅器が集中するムナカタ地域の

青銅器文化を熟知する必然性がある。「イト国」・「ナ国」に元始王権が出現した以後は青銅器製作が緩和

されることから、ムナカタ地域でも青銅器を製作し、以東地域に搬出される。この北部九州系青銅器の東

漸にムナカタ一族が深く関与する。 

 宗像市沖ノ島では弥生時代の遺物が若干発見されている。その中で重要なのが戦時中に発見された銅

矛であるが、銅矛は現在も山形県在住の個人所有で、今回の交渉でも未公開状態が継続しているので、実

測・写真撮影ができなかった。 

 沖ノ島から最短距離にある九州本土は宗像市であり、行政的にも宗像市に属する。沖ノ島出土銅矛を

理解するには、この宗像地域の弥生青銅器の実態を熟知しなければならない。これまでに宗像地域の青

銅器が集成されたことはあるが、残念なことに型式分類など弥生時代青銅器研究の現状を把握されてい

ないことから、拙稿以前の青銅器研究のなかでは地域性を語ることができない（柳田 1986～2018）。 

したがって、先に糟屋以東の玄界灘から響灘沿岸の主な青銅器出土遺跡の概要を紹介し、新しい弥生青

銅器研究のもとでムナカタ地域の青銅武器と青銅器祭祀の特質を探りたい。 
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